
 

【RIMS 合宿型セミナー】   

① 

代 
表 
者 

所属： 京都大学数理解析研究所 
代 
表 
者 

京都大学数理解析研究所 

職名：教授 講師 

氏名：中西 賢次 岸本 展 

②  題 目 ： Kyoto-CAU Joint Workshop on Nonlinear PDEs 

（英文名 ： Kyoto-CAU Joint Workshop on Nonlinear PDEs       ） 

③実施期間：   ２０２６年２月１０日～２０２６年２月１３日（４日間） 

④参加者数：   ２１名  （内、外国機関所属者  ９名） 

⑤講 演 数：    １８コマ（内、英語で行われたもの  １８コマ） 

⑥合宿型セミナーの概要（開催目的、成果など）： 
 このセミナーの目的は、流体力学・分散性波動・気体運動論に関わる非線形偏微分方程式を中心課題とし

て、異なる方程式と世代に跨る国際交流を深め、新たな問題意識の醸成から本格的な共同研究を目指し、ま

た次世代研究者の育成に貢献することである。形式としては四日間の短期集中合宿で、日本と韓国からほぼ

同数の参加者のうち主催者以外の殆ど全員が、最新の研究テーマについて次々に講演しそれについて討議す

る形で進行した。講演内容は、非線形分散型や放物型方程式の爆発解や散乱解の分類、流体力学や非線形波

動における定常解やその動的複合体の導出・分類・安定性解析、気体運動や細菌運動の方程式に対する解の

存在や一意性など多岐に渡った。沖縄の陽気と自由討論時間の設定もうまく作用して、肩肘張らない雰囲気

の中で技術的観点に囚われない質問も多く出て、参加者同士の問題意識と理解を深めることができた。ま

た、同様の交流を今後も続け、次回は来年に韓国でセミナーを開催することも約束された。  
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⑦ 講究録を      □発行する     ☑発行しない 
     ※発行する場合：原稿完成予定時期       年  月  日頃 

⑧ 講究録以外の方法で報告集を発行する場合： 
     タイトル： 
     出版社：        出版予定時期：   年  月  日頃 
⑨ 専門誌等による場合： 
   主要な論文リスト（掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可） 
 
 Dongha Kim, Junha Kim, and Jihoon Lee, “Regularity of Two-and-a-Half Dimensional e-MHD 

Equations”, in preparation. 


